
NTCサーミスタの基本特性

1. 抵抗値（無負荷状態）
サーミスタの温度特性は、次式で表されます。
R＝R0 expB（1/T－1/T0）  ……………………………（1）
R：周囲温度T（K）の時の抵抗値
R0：周囲温度T0（K）の時の抵抗値
B：サーミスタ定数

2. B定数
B定数は、（１）式より
B＝ℓn（R/R0）/（1/T－1/T0）…………………………（2）
と表されます。

3. 熱放散定数
周囲温度T1の中で、電力P（mW）を消費させた時、サーミ
スタの温度が、T2になったとすると、
P＝C（T2－T1）…………………………………………（3）
の関係があります。C（mW/℃）を熱放散定数といいます。
Cは、サーミスタの形状、寸法、被測定物の状態および雰囲
気により変化します。

4. 熱時定数
ある任意の温度T0に保持されているサーミスタを、急に周囲
温度T1の中にもってきた時に、目標温度T1まで変化するのに
要する時間を熱時定数といいます。
通常は、T0、T1の温度差の63.2％に達するまでの時間をいい
ます。
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条件

規定された周囲温度において、自己発熱の影響が無視できる電力で測定する。

定格電力 周囲温度25℃で素子を任意の温度に自己発熱させるのに必要な電力を表す。

許容動作電流 素子の自己発熱を1℃以下に保つことが可能な電流を表す。

熱放散定数

サーミスタの素子を1℃自己発熱させるのに必要な電力。単位は、mW/℃が用いられ、次式で算出する。

Ｂ定数

規定された周囲温度2点での抵抗値を用いて、次式より算出する。T、T0は絶対温度（K）。
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試験条件および規格値については、お問い合わせください。
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・製品によっては、お守りいただかないと発煙、発火等にいたる可能性のある定格や!注意（保管・使用環境、定格上の注意、実装上の注意、取扱上の注意）を記載しておりますので、必ずご覧下さい。
・代表的な仕様しか記載しておりませんので、ご注文にあたっては詳細な仕様が記載されている納入仕様書の内容をご確認いただくか承認図の取交しをお願いします。
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